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６月定例会

令和元年　第２回

６月定例会
６月４日～６日

報告ほか、専決処分、条例改正、補正予算など18件が提案
され、全案件承認・可決しました。また、追加提案された
諮問案1件についても同意しました。

報　告
○平成30年度嘉島町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　・15億5,246万6千円を平成31年度へ繰越すもの
○平成30年度嘉島町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　・4,900万円を平成31年度へ繰越すもの
○平成30年度嘉島町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について
　・30年度に繰越した金額のうち18億1,883万1,107円を更に平成31年度へ繰越すもの

議案審議　承認・可決された議案
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第1号　嘉島町税条例等の一部を改正する条例の制定について
　・地方税法の一部が改正されたことに伴い、本条例の一部を改正する必要があるため
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第2号　嘉島町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の制定について
　・地方税法の一部が改正されたことに伴い本条例の一部を改正する必要があるため
○嘉島町に副町長を置かない特例条例の制定について
　・�地方自治法第161条第1項ただし書きに基づき、当分の間、副町長を置かない特例条例によ
り不在とするため

○嘉島町森林環境譲与税基金条例の制定について
　・森林環境譲与税の創設に伴い、当該譲与税を基金として積立て、適正に管理・運用するため
○嘉島町文化財センター設置条例の制定について
　・町内から出土した埋蔵文化財を保管、整理並びに活用する施設を建設するため
○嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　・�介護保険法施行令及び政令の一部が改正されたことに伴い、本条例の一部を改正する必要
があるため

○�嘉島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
　条例の制定について
　・�設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令が施行されたことに伴い、本条例の
　��一部を改正する必要があるため
○�嘉島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
���改正する条例の制定について�
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　・�設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令が施行されたことに伴い、本条例の一
部を改正する必要があるため

�○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
　・�地区計画により開発された公園が開発業者から町に寄付されたことに伴い、本条例の一
部を改正する必要があるため

○嘉島町上島蔵園団地（仮称）災害公営住宅等譲渡契約（第3回変更）の締結について
　・災害公営住宅等の譲渡契約金額が確定したことにより減額変更するもの
○嘉島町鯰浮明団地（仮称）災害公営住宅等譲渡契約（第3回変更）の締結について
　・災害公営住宅等の譲渡契約金額が確定したことにより減額変更するもの

○熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
　・�交通災害見舞金に関する事務の共同処理を行う自治体から、合志市が脱退することに伴い、
本条例の一部を改正する必要があるため

○令和元年度嘉島町一般会計補正予算（第1号）
　・�既定の歳入歳出予算の総額に4,808万9千円を追加し、歳入歳出予算の総額を55億3,871万7
千円とするもの

○令和元年度嘉島町介護保険特別会計補正予算（第1号）
　・�既定の歳入歳出予算の総額に6万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を8億2,609万円とす
るもの

○嘉島町文化財センター（仮称）新築工事請負契約の締結について
　・文化財センター（仮称）の新築工事を「株式会社�三津野建設」と契約するもの

諮問案件　同意された案件
　
○人権擁護委員候補者の推薦に付き意見を求めることについて
　・�飯田　鋭之氏（上島）の任期が令和元年9月30日をもって満了となるので、同氏を再度候補
者として推薦するもの

鯰浮明団地上島蔵園団地

完成間近の災害公営住宅
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▪ 

上
島
北
鶴
・
鯰
太
郎
丸
地
区

　
　
開
発
計
画
の
状
況
は

満田　和浩議員

問 

上
島
北
鶴
・
鯰
太
郎
丸
地
区
の
開

発
に
つ
い
て
は
、
開
発
予
定
総
面

積
約
９
０
，
0
0
0
㎡
の
う
ち
４
５
，

0
0
0
㎡
程
が
、
周
囲
に
緑
地
帯
を
配
置

す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
開
発
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
南
側
の
上
島
集

落
に
接
す
る
４
５
，
0
0
0
㎡
に
つ
い
て
、

今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）

上
島
北
鶴
・
鯰
太
郎
丸
地
区
の
開
発
に

つ
い
て
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の

場
の
創
出
を
進
め
る
本
町
に
お
い
て
は
、

耕
作
に
苦
慮
す
る
未
整
備
農
地
の
有
効
な

活
用
な
ど
も
考
慮
し
、
町
が
定
め
る
地
区

計
画
を
活
用
し
、
残
り
の
４
５
，
0
0
0

㎡
の
開
発
も
地
権
者
の
み
な
さ
ん
の
同
意

を
頂
き
、
積
極
的
に
行
っ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▪ 

財
政
の
長
期
的
な
見
通
し
は

問 

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
関
連
事
業

等
に
よ
り
、
震
災
後
、
一
般
会
計

予
算
は
大
幅
に
増
加
。
そ
れ
に
伴
い
起
債

も
増
え
、
起
債
残
高
は
過
去
最
大
規
模
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
「
ゆ
う

す
い
の
杜
」
を
始
め
、
上
下
水
道
事
業
な

ど
、
す
べ
き
事
業
や
施
策
も
多
い
。
今
後
、

起
債
の
償
還
が
本
格
化
す
る
の
に
伴
い
、

国
の
財
政
支
援
も
あ
る
と
思
う
が
、
財
政

的
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
長
期
的
な
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

（
総
務
課
長
）

熊
本
地
震
に
よ
る
町
の
財
政
負
担
は
、

国
の
財
政
支
援
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
が
起
債

の
償
還
で
あ
り
、
そ
の
借
入
額
は
災
害
公

営
住
宅
分
を
除
き
約
25
億
円
と
多
額
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
起
債
に
関
し
て
も
国

の
財
政
支
援
に
よ
り
償
還
額
の
９
割
程
度

が
交
付
税
等
で
措
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
実

質
負
担
は
比
較
的
に
小
さ
い
も
の
の
、
今

後
元
金
償
還
が
は
じ
ま
る
と
影
響
は
生
じ

ま
す
。　
　

ま
た
、
そ
の
他
事
業
に
関
す
る
借
り
入

れ
も
増
加
し
て
い
く
見
通
し
で
す
が
、
極

力
交
付
税
等
の
財
政
措
置
の
あ
る
も
の
に

限
定
し
て
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
町
の
現
状
は
、
歳
入
面
に
お
い
て

人
口
の
増
加
や
企
業
の
進
出
等
に
よ
り
、

町
税
の
税
収
は
約
14
億
か
ら
今
年
度
予
算

は
約
16
億
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
歳

出
面
で
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
の
増
加

の
影
響
が
大
き
く
、
こ
れ
ま
で
決
算
に
お

い
て
剰
余
金
が
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
剰
余
金
を
見
込
め
な
い
よ
う
な
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な

状
況
が
継
続
す
る
と
思
わ
れ
、
大
幅
な
収
入

の
増
加
が
見
込
み
に
く
い
中
、
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
更
な
る
事
業
の
峻

別
や
経
費
の
縮
減
に
努
め
歳
出
を
抑
制
し
、

税
収
確
保
に
よ
る
自
主
財
源
の
増
加
を
図

り
、
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

森田　義雄議員
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▪  「
嘉
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」

　
の
具
現
化
と
そ
の
進
捗
、

　
今
後
の
展
望
は

問 

嘉
島
町
の
百
年
の
計
と
も
い
え
る

「
嘉
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」

は
本
町
ま
ち
づ
く
り
の
根
源
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
62
年
、
町
長
就
任
と
同
時
に
従
来

の
制
度
等
に
捉
わ
れ
な
い
、
自
由
な
発
想

で
わ
が
町
独
自
の
地
域
活
性
化
構
想
と
し

て
「
嘉
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
策

定
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
年
後
、

こ
の
基
本
構
想
は
完
成
し
ま
し
た
。

当
時
の
わ
が
町
に
と
っ
て
は
、
夢
の
よ

う
な
計
画
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は

30
年
を
経
た
今
、
幾
多
の
も
の
が
具
現
化

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
荒
木
町
長
は
、
こ
の
30
年
間
を

一
括
り
に
振
り
返
ら
れ
た
と
き
「
嘉
島
町

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
の
進
捗
に
つ
い

て
は
、ど
の
よ
う
な
所
感
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
共
に
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
も
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答 （
町
長
）

当
時
の
嘉
島
町
は
、
水
害
常
襲
地
帯
で

毎
年
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
も
少
な
く
農
業
主
体
の
町

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
熊
本
市
に
合
併
の
請

願
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
町
長
就
任
直
後

の
昭
和
62
年
３
月
、
熊
本
市
議
会
で
合
併

請
願
が
継
続
審
議
（
事
実
上
の
廃
案
）
と

な
り
、
そ
れ
を
機
に
、
今
後
は
「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
」

と
い
う
方
針
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
町
民
の
方
々

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
町
内
各
世
帯

か
ら
20
歳
以
上
の
方
の
男
女
別
・
年
代
別

に
抽
出
：
回
収
率
90
.8
％
）
や
町
議
会
、

各
種
団
体
等
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」、
各
種
団
体
の
面

接
調
査
な
ど
様
々
な
形
で
ご
意
見
を
お
伺

い
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
集
約
・
分
析
し
、

昭
和
63
年
３
月
に
「
嘉
島
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
『
水
辺
の
郷
』
を
め
ざ
し
て
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
（
特
に
要
望
と
し

て
多
か
っ
た
も
の
に
は
、
水
害
の
解
消
は

も
ち
ろ
ん
買
物
が
で
き
る
共
同
店
舗
や
金

融
機
関
が
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
豊
富
な
湧
水
を
生
か
す
と

い
う
視
点
か
ら
、
水
を
利
用
し
た
企
業
の

誘
致
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

時
か
ら
ビ
ー
ル
工
場
の
誘
致
も
構
想
の
中

に
織
り
込
ん
で
い
ま
し
た
）。
当
時
と
し

て
、
こ
の
基
本
構
想
は
夢
の
よ
う
な
構
想

で
あ
り
ま
し
た
。

構
想
策
定
後
は
、
す
ぐ
に
（
昭
和
63
年

度
か
ら
）
実
施
段
階
に
移
し
、
５
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（「
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
構

想
」「
水
利
用
産
業
活
性
化
構
想
」「
水
史

の
森
整
備
構
想
」「
水
遊
の
郷
の
整
備
構

想
」「
地
区
環
境
整
備
構
想
」）
に
沿
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
つ
ひ
と
つ
が
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
代
表
的
な
も

の
か
ら
申
し
ま
す
と
、
念
願
で
あ
っ
た
加

勢
川
の
改
修
が
平
成
11
年
に
概
成
し
、
水

害
常
襲
地
帯
か
ら
の
脱
却
を
果
た
し
ま
し

た
。
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協
同

組
合
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
が
平
成
３
年
に
設
立

さ
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
が
平

成
15
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
買
い
物
が
で

き
る
商
業
施
設
と
し
て
、
平
成
２
年
に

H
I
ヒ
ロ
セ
が
、
平
成
17
年
に
は
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
ク
レ
ア
が
開
店
し
ま
し

た
。
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

に
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
が
出
店
し
、
続

い
て
肥
後
銀
行
が
出
店
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
誘
致
と
並
行
し
て
、
嘉
島

西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
始
ま
り
、
滝

河
原
、
同
尻
、
芝
原
、
そ
し
て
、
平
成
30

年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
東
部
台
地
と

い
う
よ
う
に
、
人
口
増
加
の
た
め
の
施
策

と
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業
に
も
取
組
み

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
30
年
間
を
振
り
返
り「
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
の
進
捗
を
考
え
ま

す
と
、
当
時
の
夢
の
構
想
が
、
ほ
ぼ
達
成

で
き
て
い
る
こ
と
に
驚
き
さ
え
感
じ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
大
変
な
苦
労
が

あ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
を
想
う
と
ド
ラ
マ
の

よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
の
発

展
を
願
う
皆
さ
ん
の
想
い
が
叶
っ
た
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
・
課
題
の
実
現
に
よ
っ
て
、
今
日
の

人
口
の
増
加
や
多
く
の
企
業
進
出
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、
新
し
い

令
和
の
時
代
も
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
住
み
や
す

く
企
業
活
動
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

取
組
み
、
嘉
島
町
が
さ
ら
に
充
実
発
展

し
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
「
自
分
の
ま

ち
は
」
と
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

増岡　　司議員
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▪
空
き
地
の
現
状
と
対
策
は

▪
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
伴
う
待
機
児
童

　
解
消
は
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
の
か

▪
振
り
込
め
詐
欺
防
止
対
策
は

園田　義宣議員

問 

空
き
地
等
で
雑
草
な
ど
が
繁
殖
し
、

周
辺
住
宅
や
道
路
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
が
、
実
態
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

火
災
や
立
木
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
や
景
観

悪
化
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
誘
発
な
ど
、
住

環
境
の
悪
化
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る

が
、
行
政
に
よ
る
指
導
や
勧
告
は
で
き
な
い

の
か
。答（

都
市
計
画
課
長
）

個
人
や
事
業
所
等
が
所
有
す
る
土
地
は
、

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
管
理
す
る
も
の
で

あ
り
、
空
き
地
な
ど
の
実
態
把
握
は
特
に

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
雑
草
の
繁
殖
、
樹
木
に
よ
る

人
・
車
両
の
通
行
へ
の
影
響
、
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
地

元
区
長
さ
ん
に
相
談
等
し
な
が
ら
、
そ
の
都

度
所
有
者
に
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
今
後
も
所
有
者
の
指
導
を
主

に
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

勧
告
に
つ
い
て
は
、
先
進
的
な
取
り
組
み

自
治
体
を
参
考
に
、
対
応
策
や
未
然
防
止
策

な
ど
を
含
め
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 
令
和
元
年
10
月
よ
り
幼
児
教
育
の
無

償
化
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
待
機
児
童
の
解
消
に
繋
が
る
の
か
。

答
（
町
民
課
長
）

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
新
聞
等
で

報
道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
具
体

的
な
内
容
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
、
企

業
主
導
型
保
育
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま

す
。公

立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
無
償
化
さ
れ
ま

す
。
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
月
額
上
限
２

５
，
7
0
0
円
ま
で
無
償
化
さ
れ
ま
す
。
０
歳

か
ら
２
歳
ま
で
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
に
無
償
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

５
月
末
現
在
の
待
機
児
童
数
は
、
57
名
で
あ

り
、
４
月
当
初
よ
り
３
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
に
は
、
新
設
の
1
2
0
名
規
模

の
保
育
所
が
浮
島
公
園
北
側
に
出
来
上
が
る

こ
と
、
併
せ
て
、
町
立
幼
稚
園
を
、
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
伴
い
、
待
機
児
童

は
な
く
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
無
償
化
に
よ
り
、
保
育
所
の
ニ
ー
ズ

は
更
に
増
す
も
の
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
22
名
の
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の

未
就
園
児
が
無
償
化
に
伴
い
、
保
育
所
等
の
申

し
込
み
も
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
新

設
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
で
カ
バ
ー
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
園
田
議
員
）
０
歳
か
ら
２
歳
児
に
つ
い
て
は
、

制
限
が
あ
る
が
、
現
在
の
保
育
料
を
減
額
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

（
町
民
課
長
）

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
に
つ
い
て
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
を
対
象
に
無
償
化
が
実
施
さ
れ

ま
す
が
、
課
税
世
帯
の
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の

保
育
料
を
町
独
自
で
減
額
、
補
助
す
る
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問 
県
内
で
昨
年
１
年
間
に
発
生
し
た

振
り
込
め
詐
欺
被
害
74
件
の
う
ち
、

約
半
数
の
36
件
で
「
ア
ポ
電
」
が
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
防
止
対
策
と
し

て
、自
動
通
話
録
音
装
置
の
有
効
性
が
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
に
貸
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）

現
在
、
特
殊
詐
欺
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
被
害
の
多

い
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て
は
、「
迷
惑
電

話
防
止
装
置
」
や
「
留
守
番
電
話
の
設
定
」

も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
「
迷
惑
電
話
防
止
装
置
」
は
着
信
音

が
鳴
る
前
に
機
器
が
応
答
し
て
、
相
手
に
通

話
を
録
音
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流

れ
、
電
話
に
出
る
と
自
動
的
に
通
話
内
容
を

録
音
す
る
装
置
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
世
帯
へ
の
装
置
の
貸
与
と
い
う
こ
と
に

関
し
ま
し
て
は
、
現
在
、
警
察
か
ら
一
般
に

貸
し
出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
行
政
の
防
犯
対
策
と
し
て
は
、
高

齢
者
世
帯
に
限
ら
ず
全
体
を
対
象
と
し
た
ほ

う
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
機

器
設
置
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
防
衛
手
段
で

あ
る
と
い
う
事
も
あ
り
、
一
部
の
自
治
体
で

は
購
入
に
関
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
事
例

が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

道路を覆う樹木

自動録音機器
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▪
通
学
路
の
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
は

▪
加
勢
川
堤
防
を
利
用
し
た

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
は

川野　伸一議員

問 

全
国
で
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
が

交
通
事
故
の
被
害
者
と
な
る
、
痛
ま

し
い
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
状
況

で
す
が
、
本
町
の
通
学
路
の
点
検
、
整
備
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

通
学
路
の
点
検
、
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
に
全
国
で
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒

が
死
傷
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
相
次
い
で
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
国
、
県
の
通
達
等
に
基
づ
き
、

同
年
８
月
及
び
11
月
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し
、
必
要
な

対
応
策
を
講
じ
る
協
議
、
活
動
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
３
月
に
は
、
引
き
続
き
児

童
生
徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る
通
学
路
の
確
保

に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
を
挙

げ
て
継
続
的
に
安
全
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
嘉
島
町
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」

を
設
置
す
る
と
共
に
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に

関
す
る
取
組
方
針
等
を
定
め
た
、「
嘉
島
町
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
以
後
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
定
め
た
取
組
方
針
等
に
沿
っ

た
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
年
度
毎
に
、
小
・

中
学
校
区
の
通
学
路
に
つ
い
て
、
報
告
を
お
願

い
し
、
道
路
状
況
や
危
険
個
所
等
の
確
認
を
行

い
、
安
全
対
策
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
整
備
状
況
と
し
て
は
、
今
年
度
、
学

校
教
育
課
に
お
き
ま
し
て
、
上
仲
間
地
区
通
学

路
整
備
工
事
を
施
行
し
、
８
月
末
頃
の
完
成
を

目
標
に
、
現
在
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

問 

近
年
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
健
康
維
持
を
さ
れ
て
い
る
方
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
北
側
に
接
す
る
加
勢
川

堤
防
は
条
件
の
整
っ
た
環
境
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
総
合
運
動
公
園
を
基
幹
と
し
た
拡

張
計
画
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
更
な
る
健

康
維
持
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
犬
渕
ま
で
の
加
勢

川
堤
防
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

町
総
合
計
画
に
も
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
主
要
課
題
の
１
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

加
勢
川
堤
防
道
路
は
、
国
土
交
通
省
の
管
理
道

路
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
日
常
的
に
利
用
し
て
い
く
上
で
、
様
々
な
課
題

が
考
慮
さ
れ
ま
す
が
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
向
上

に
む
け
、
国
土
交
通
省
と
よ
り
良
い
方
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町道　滝河原下仲間線

加勢川堤防
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交差点付近

町道　下仲間上仲間線

常任委員会行政視察

▪
町
道
の
整
備
計
画
は

▪「
高
田
み
ん
な
の
広
場
」の
利
用
を

▪
国
道
445
号
と
町
道
上
島
滝
河
原
線

　
交
差
点
改
良
は

鍋田　　平議員

問 

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
区
域
内

に
多
く
の
企
業
が
進
出
し
企
業
誘
致

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
各
企
業
に
出
入
り
す

る
車
両
は
大
型
車
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
区
域

周
辺
の
町
道
は
狭
い
の
で
、
拡
張
等
の
整
備

計
画
は
あ
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

平
成
29
年
度
よ
り
町
道
拡
張
等
の
整
備
計

画
を
た
て
、
30
年
度
予
算
に
用
地
購
入
費
等

を
議
会
の
議
決
を
経
て
措
置
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
地
権
者
と
の
交
渉
が
難
航
し
て

い
る
状
況
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
仲
間
・
下
仲
間
地
域

の
道
路
拡
張
は
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
別
ル
ー
ト
に
よ
る
整
備
等
を
検
討
す
る

た
め
、
測
量
設
計
費
を
一
般
会
計
補
正
予
算

に
計
上
し
、
本
議
会
へ
提
案
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

問 

現
在
「
高
田
み
ん
な
の
広
場
」
は
、

自
転
車
の
乗
り
入
れ
が
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
不
幸
な
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
今
日
、
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
は
、
安
心
し
て
練
習
を
す
る
場
所
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
各
地
区
の
公
園
は
仮

設
住
宅
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

と
し
て
広
場
を
利
用
で
き
な
い
か
。

答
（
都
市
計
画
課
長
）

町
が
管
理
す
る
公
園
は
、
幅
広
い
年
齢
層

の
皆
様
が
安
全
、
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う

一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
定

め
の
一
つ
に
は
、
公
園
内
へ
の
自
転
車
の
乗

り
入
れ
禁
止
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
主
な
理

由
と
し
て
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
利
用
者
が

集
う
場
所
と
な
る
た
め
、
双
方
の
動
線
が
交

わ
る
こ
と
で
生
じ
る
事
故
の
可
能
性
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
で
す
。

平
成
19
年
か
ら
29
年
に
お
け
る
日
本
全
国

の
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
件
数

は
、
年
平
均
約
13
万
件
に
の
ぼ
り
、
中
に
は

死
亡
事
故
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
町
が
管
理
す
る
公
園
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
禁
止
事
項
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
自
転
車
の
乗
り
始
め
と
な
る
小
さ

い
お
子
様
の
練
習
程
度
で
あ
れ
ば
、
保
護
者

同
伴
で
、
か
つ
、
節
度
あ
る
利
用
の
場
合
の

み
、
自
転
車
の
乗
り
入
れ
と
運
転
を
各
行
政

区
の
公
園
で
は
容
認
し
て
お
り
ま
す
。

各
行
政
区
の
公
園
に
は
、
仮
設
住
宅
が
建

ち
並
び
利
用
制
限
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
通
常
開
園
し
て
お

り
、
ま
た
、
公
園
敷
地
に
も
余
裕
が
あ
る
高

田
み
ん
な
の
広
場
公
園
の
一
部
範
囲
を
、
期

間
に
限
り
を
設
け
て
開
放
す
る
こ
と
で
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
該
地
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
施
さ

れ
、
幅
約
10
ｍ
、
奥
行
き
約
50
ｍ
の
広
さ

を
有
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
催
し
が
あ
る

際
に
は
、
臨
時
駐
車
場
と
し
て
開
放
す
る

な
ど
し
て
お
り
、
ふ
だ
ん
は
、
ほ
ぼ
未
利

用
状
態
で
す
。

問 

交
差
点
東
側
（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

モ
リ
と
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
の
間
）
の

町
道
は
、
交
通
量
も
多
く
一
時
的
な
交
通

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
交
差

点
付
近
の
町
道
拡
張
や
右
折
レ
ー
ン
の
整

備
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
都
市
計
画
課
長
）

国
道
4
4
5
号
と
町
道
上
島
・
滝
河
原
線

の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
芝
原
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
開
発
に
よ
り
、
人
口
・
車
両

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機

関
に
区
画
整
理
事
業
区
域
側
を
拡
張
し
、
右

折
レ
ー
ン
を
設
け
渋
滞
緩
和
を
図
る
提
案
を

当
初
に
行
い
ま
し
た
。
交
差
点
の
角
度
は
悪

く
な
り
中
心
は
ズ
レ
る
が
拡
張
は
必
要
と
の

見
解
を
頂
き
、事
業
に
着
手
し
た
次
第
で
す
。

そ
の
後
、
詳
細
設
計
に
基
づ
き
再
度
協
議

し
た
と
こ
ろ
、
交
差
点
角
度
が
75
度
に
満
た

な
い
67
度
な
の
で
、
区
画
整
理
区
域
の
反
対

側
へ
の
拡
張
を
求
め
ら
れ
、
用
地
交
渉
に
か

か
る
も
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
当
初
計
画
で
の

交
差
点
改
良
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
交
差
点

改
良
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
回
答
に
な

り
、
そ
の
後
、
用
地
だ
け
は
確
保
し
て
い
る

状
況
で
す
。

現
在
、
商
業
施
設
の
建
設
協
議
に
お
い
て

も
、
交
通
量
調
査
で
同
交
差
点
が
、
一
時
的

な
渋
滞
地
点
と
さ
れ
、
渋
滞
緩
和
策
と
し

て
、
開
店
時
の
チ
ラ
シ
で
の
迂
回
路
の
表
示

や
店
内
及
び
駐
車
場
で
の
迂
回
路
表
示
な
ど

の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
も
、
現
計
画
で
の
交
差
点
の
改
良
施

工
に
理
解
を
求
め
て
い
く
所
存
で
す
。
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常任委員会行政視察

総務常任員会研修報告
（総務委員長）森田　義雄（総務副委員長）園田　義宣（総務委員）清﨑　輝昭（総務委員）川野　伸一

期　日：令和元年５月20日（月）～22日（水）（報告者　園田　義宣）
研修先１：京都府大山崎町　ー天王山のふもと、三川合流の地　みんなを笑顔にするまちー

【研修事項】議会活性化の取り組みについて
京都盆地の南西端である乙訓地域に位置し、東は京都市、北は長岡京市、南

は八幡市、西は天王山を背景に大阪府島本町と接している。面積5.97㎢、嘉
島町の半分以下の広さである。人口は、6,911世帯、16,005人で、人口密度
は嘉島町の約５倍になる。

議会と町民の関係と議会と執行部との関係を明らかにするため平成26年９
月、町民の負託に応えるとともに、地方自治の本旨にのっとり、住民福祉の向
上と町政の発展を目指すため、議会における最高規範として「大山崎町議会基
本条例」を制定した。

平成30年８月に町民との意見交換の場として、町民懇談会と議会報告会の
具体的な実施方式を定めた。町民との意見交換の場は、町民との懇談会と議会
報告会に大別され、町民との懇談会は、自由テーマで６人以上のグループから
の申込に対応するものや、特定のテーマに対してPTAや商工会など、特定の
団体を議会が指定して行うものなどがある。議会報告会は、定例会の議決事項
について、議会発信型で行うものである。

研修を終えて
町民の声を聴き、開かれた議会にしなければならないという考えは皆同じと

思うが、町民との懇談会がまだ実現していないということで、議会に関心を持っ
てもらうために、議会発信型のアクションを講じなければならないと感じた。

研修先２：京都府宮津市　－「日本三景天橋立」と青い海、緑の山に抱かれたまちー
【研修事項】民間委託による学校給食センター導入について

京都府の北西部に位置し、南部と北部が特別名勝「天橋立」の砂嘴（さし）
によってつらなる特異な地形を有している。平成29年６月に旧宮津町と７か
村が合併し宮津市が誕生した。面積172.74㎢で、嘉島町の約10倍の広さであ
る。人口は、8,499世帯、17,852人、人口密度は嘉島町の約１/６である。

宮津市が食品加工業として企業誘致した会社に学校給食の調理、配送を委託
している。民間委託業者と協定を結び、調理方針は、従来の自校直営方式と同
様、手作り給食、一汁三菜献立を実施する、給食食材の調達や献立は宮津市が
行うほか、アレルギー対応などを定めている。

工場内は、汚染区域と非汚染区域とに厳格に区分されるとともに、指定作業
エリアごとに作業服の色を定めるなど衛生管理やアレルギー食対応などに十分
配意している。

また、災害等で調理できなくなった場合の対応として１～２日分の食材備蓄
を考えている。

研修を終えて
京都府では、小学校での自校直営方式と中学校給食未実施が多いとのことで、

給食センター方式導入については、賛否両論あるようだ。児童生徒数が減少し
ていく中で学校給食以外の需要を発掘しないと民間企業は生き残れない。嘉島
町学校給食センターも老朽化等で建て替えをしなくてはならないが、食育活動
や調理業務体制の確保などを考慮した計画が重要になると思われる。

研修者

大山崎町議会委員会室

大山崎町議会議場

民間委託の給食センター

第31号 嘉島町議会だより
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常任委員会活動報告

令和元年５月14日（火）
出席者：総務常任委員（森田・園田・清﨑・川野）
説明者：学校教育課長
内　容：① 嘉島町学校給食センター整備基本構想・計画について
　　　　②現地視察

嘉島町学校給食センター整備基本構想・計画が策定さ
れ、今後の施設整備方針、事業方針等について、担当課
より説明を受けた。

町の学校給食センターは昭和53年に建設され、町立
の小学校他、合計1,021食の給食を提供しているが、現
有施設は築40年を超え、施設、機器の老朽化、衛生基
準への対応が難しくなってきている。
「安心・安全な給食の提供」を安定的に行うためには、

衛生面の更なる強化や、アレルギー食へのきめ細やかな
対応、そして食育の拠点としての機能や設備が必要となっ
てきている状況である。できるだけ早期の整備を進める
必要があるのではないか。

また、民間のノウハウを取り入れた給食を導入した、
京都府宮津市学校給食センターの行政視察を行いました。

令和元年５月20日（月）　
出席者：建設常任委員（境野・満田・春日）
説明者：都市計画課長・都市計画係長　建設課長・管理係長
内　容：①災害公営住宅について
　　　　②東部台地土地区画整理事業区域内の調整池について
            ③現地視察

熊本地震で被災された方々の恒久的な住まいとなる、
災害公営住宅の進捗状況について、担当課より説明を受
けた。「ふれあい」と「あたたかさ」そして「あんしん」
のある住宅をコンセプトに、水の郷・嘉島のすまいとし
て、整備が進められています。

上島蔵園団地10戸、鯰浮明団地９戸は８月に完成予
定。上六嘉荒尾団地18戸、西村門ノ久団地17戸は12月
に完成予定となっており、現計画の54戸が全て完成す
る見込みである。１日も早い完成に向け整備促進を図っ
てもらいたい。

東部台地土地区画整理事業区域内の４号調整池につい
て、担当課より説明を受けた。調整池の容量は約900㎥

（ｔ）。整備費用の総額は９千万円を要し、令和元年度の
完成を目指しています。

その他調整池の整備に関しては、保留地販売戦略との
整合性を図りながら計画的に整備が進められます。

給食センターを視察する総務常任委員

学校教育課より説明を受ける

上島蔵園団地を視察する建設常任委員

都市計画課より説明を受ける

総務常任委員会所管事務調査　

建設常任委員会所管事務調査　

一部事務組合議会報告・主な議会活動 第31号嘉島町議会だより
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主な議会活動（平成31年４月から令和元年６月まで）
月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

4 月　9 日 東・西小学校入学式（全議員）・中学校入学式（全議員） 東・西小学校・嘉島中学校

4 月 10 日 嘉島幼稚園入園式（全議員） 嘉島幼稚園

4 月 14 日 熊本地震犠牲者追悼式(議長) 熊本県庁

4 月 18 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

4 月 20 日 嘉島町老人クラブ連合会総会（議長） 嘉島町民会館

5 月　8 日 嘉島町文化協会理事・総代会（議長） 嘉島町民会館

5 月 13 日 令和元年第１回上益城消防組合議会臨時会（境野、川野） 消防本部議場

5 月 14 日 献穀事業［清祓祭・播種祭］（全議員） 井寺地内

5 月 17 日 嘉島町商工会通常総会（議長）
上益城郡町村議会議長会臨時会（議長）

福祉センター
甲佐町

5 月 18 日 嘉島中学校体育祭（全議員） 嘉島中学校グラウンド

5 月 19 日 白川、緑川水防演習（議長） 白川河川敷

5 月 20 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

5 月 20 日～ 22 日 総務常任委員会行政視察（森田、園田、清﨑、川野） 京都府大山崎町・宮津市

5 月 23 日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会理事会（正副議長） 役場大会議室

5 月 24 日 全員協議会・令和元年第２回臨時会・議会運営委員会 議員控室・役場議会議場・役場庁議室

5 月 25 日 東・西小学校運動会（全議員） 東・西小学校

5 月 27 日 町村議会議長・副議長研修会（議長・副議長）
県選出国会議員への要望（議長・副議長）

東京国際フォーラム
ホテルグランドアーク半蔵門

6 月　3 日 九州中央自動車道建設促進期成会総会（議長） 御船町

6 月　４日～　6 日 令和元年第２回定例会・全員協議会 役場議会議場・議員控室

6 月　４日 町村議会議長研修会及び臨時総会（議長） ホテル熊本テルサ

6 月 11 日 松前重義記念館運営委員会（議長） 嘉島町

6 月 14 日～ 7 月　5 日 広報特別委員会（第31号第１回～第３回編集会議） 監査委員室

6 月 16 日 献穀事業［御田植祭］（全議員） 井寺地区

6 月 19 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

6 月 20 日 主要地方道矢部阿蘇公園線整備促進期成会同盟会総会（議長） 南阿蘇村役場

6 月 20 日 令和元年御船地区防犯協会連合会評議員会（議長） 御船警察署

6 月 21 日 上益城農業協同組合通常総代会（議長） 嘉島町民会館

一部事務組合議会報告・主な議会活動

上益城消防組合議会（境野議員・川野議員）
議会報告 令和元年第１回臨時会（令和元年５月13日開催）
議長選挙があり議長に清水　聖　氏（御船町議会議員）が推挙されました。

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・蜂屋議員）
議会報告 令和元年第１回臨時会（令和元年５月28日開催）
議長選挙があり議長に森田　義雄　氏（嘉島町議会議員）が推挙されました。

上益城消防組合議会（境野議員・川野議員）
議会報告 令和元年第２回臨時会（令和元年６月26日開催）
・請願書について

第31号 嘉島町議会だより
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ゆうすいの杜　工事着手 第31号嘉島町議会だより
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嘉
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役
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議
会
事
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局
〒
８
６
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３
１
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熊
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上
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嘉
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町
上
島
５
３
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☎
０
９
６-

２
３
７-

１
１
１
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再生紙を使用しています。

議
会
だ
よ
り
第
31
号
は
、

令
和
に
入
り
最
初
の
発
行
と

な
り
ま
す
。

平
成
を
振
り
返
り
、
加
勢

川
改
修
や
土
地
区
画
整
理
事

業
、
数
々
の
企
業
誘
致
等
が

進
み
、
嘉
島
町
は
大
き
く
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
も
更
な
る
発
展
に
向

け
、
議
会
と
し
て
も
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
に
お
い
て
も

町
民
の
皆
様
が
「
分
か
り
や

す
く
、
見
や
す
い
」
紙
面
作

り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
。

熱
中
症
等
に
お
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。
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行
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議　
　

長　

清
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輝
昭

募集してます。 みなさんの意見などお聞かせ下さい。
議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、9月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）


